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▼
久
々
に
会

員
事
業
所
を

歩
い
て
巡
回
し
た
。
二
十

数
年
前
を
想
い
出
す
。
あ
の
時

は
、
大
売
出
し
の
参
加
や
共
済
の

募
集
・
会
費
集
金
な
ど
で
、
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
自
転
車
で

二
百
余
り
の
事
業
所
を
訪
問
し

た
。
そ
の
時
も
よ
く
言
わ
れ
た
。

「
頼
み
ご
と
の
時
ば
か
り
商
工
会

は
来
る
。
も
っ
と
会
費
に
見
合
う

よ
う
な
働
き
を
せ
ん
か
！
」
と
▼

で
も
、
何
度
も
訪
れ
る
と
、
社
長

さ
ん
の
言
葉
が
変
わ
る
。「
お
い
、

入
っ
て
い
け
」
と
か
、「
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
か
」
と
。
こ
の
地

域
で
も
最
初
は
厳
し
い
言
葉
を

頂
い
た
が
、
四
ヶ
月
お
世
話
に
な

り
、
最
近
は
訪
れ
る
と
、
す
ぐ
に

「
ま
ー
、
座
っ
て
行
け
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
▼
商
工
会

の
原
点
は
、
会
員
と
の
結
び
つ
き

が
原
点
で
あ
る
と
再
認
識
す
る
。

会
員
さ
ん
は
、
一
事
業
所
と
し
て

商
工
会
に
「
プ
ラ
ス
」
を
求
め
て

い
る
▼
会
員
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を

引
き
出
す
に
は
、
巡
回
で
信
頼
関

係
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
な

こ
と
で
も
会
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

必
要
と
さ
れ
る
商
工
会
で
あ
る

よ
う
努
力
を
重
ね
た
い
。

最優秀賞に選ばれた曽田さん（小矢部商工会女性部）

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
連
合
会
交
流
研
修
会
が
八
月
二
十
日

に
立
山
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
森
雅
志
富
山
市
長
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

女
性
部
主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

  

曽
田
さ
ん
（
小
矢
部
）
全
国
大
会
へ
！

　

当
日
は
、

中
部
五
県
の

女
性
部
連
合

会
の
部
員
約

百
七
十
名

が
参
加
し
、
商
工
会
女
性
部
主

張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

お
い
て
、
富
山
県
代

表
の
曽
田
房
子
さ

ん
（
小
矢
部
）
が
最

優
秀
賞
に
選
出
さ

れ
、
十
月
に
宮
崎
県

で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
へ
出
場
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

愛
知
県
か
ら
富
山

県
に
嫁
い
で
き
た
曽

田
さ
ん
は
、
見
知
ら

ぬ
土
地
で
の
習
慣

や
、
人
間
関
係
を
女

性
部
の
事
業
活
動
か

ら
学
び
、
東
海
北
陸

自
動
車
道
の
開
通
に

あ
わ
せ
、
両
県
の
架
け
橋
に
な
る

よ
う
女
性
部
活
動
の
中
で
研
鑽
し

た
い
と
発
表
し
た
。

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
代
表
に

は
、
昨
年
の
前
田
敬
子
さ
ん
（
大

沢
野
細
入
）
に
続
き
本
県
は
、
二

年
連
続
の
出
場
と
な
る
。

　

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
大

会
が
八
月
二
十
五
日
に
県
中
小
企

業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
部
員
す
べ
て
が
自
社
の
営

業
マ
ン
に
な
ろ
う
と
取
り
組
ん
だ

活
動
を
紹
介
し
、
部
員
間
の
絆
、

顧
客
と
の
絆
に
つ
い
て
発
表
し

た
、
岡
本
喜
憲
さ
ん
（
八
尾
町
）

が
県
代
表
に
選
ば
れ
た
。

▽
最
優
秀
賞
＝
岡
本
喜
憲（
八
尾
町
）

▽
優
秀
賞
＝
古
川
和
幸
（
宇
奈
月
町
）、

原
田
尚
武
（
庄
川
町
）
▽
優
良
賞
＝

本
田　
敏
（
福
光
）、
松
田　

靖
（
舟

橋
村
）、
柳
澤
信
行
（
和
合
）、
中
山

欣
一
（
福
岡
町
）



昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可 平成 20 年 9 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.399

�

商工会の会員および従業員のための
全国商工会経営者休業補償制度

平成 20 年 8 月現在

引受保険会社：㈱損害保険ジャパン

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

　

七
月
二
十
八
日
に
南
砺
市
地
域

を
襲
っ
た
豪
雨
は
各
地
に
大
き
な

被
害
を
お
よ
ぼ
し
た
。
特
に
城
端

商
工
会
地
区
で
は
会
員
事
業
所
に

甚
大
な
被
害
が
出
た
。

m

相
談
窓
口
を
開
設

　

県
商
工
会
連
合
会
お
よ
び
南
砺

市
地
域
の
商
工
会
で
は
緊
急
に

「
南
砺
地
域
大
雨
に
関
す
る
特
別

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
被
害
状

況
の
集
約
を
行
う
と
と
も
に
、
被

害
者
の
経
営
支
援
相
談
に
応
じ
る

こ
と
と
し
た
。

m

県
が
緊
急
融
資
制
度
創
設

　

富
山
県
で
は
大
雨
災
害
に
対
す

る
中
小
企
業
金
融
対
策
と
し
て
、

既
存
の
融
資
と
は
別
枠
で
、
豪
雨

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業

者
に
対
す
る
緊
急
融
資
制
度
を
設

け
た
。

m

県
等
へ
金
融
支
援
の

　
　
　
　
　

円
滑
化
を
要
請

被災した会員事業所の泥水を運び出すボランティア活動者
　

被
害
状
況
が
明
ら
か
に

な
る
な
か
で
、
緊
急
融
資

制
度
の
利
用
相
談
が
で
て

き
た
。
そ
こ
で
、
信
用
補

完
制
度
が
別
枠
扱
い
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
折
角
の
緊
急
融
資
制

度
が
活
用
で
き
な
い
先
も

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
八

月
十
一
日
に
、
大
西
城
端

商
工
会
長
と
山
本
県
商
工

会
連
合
会
専
務
理
事
は
斉

藤
県
商
工
労
働
部
長
お
よ

び
澤
合
県
信
用
保
証
協
会

長
を
訪
問
し
、
実
態
に
合

わ
せ
た
更
な
る
対
応
を
要

請
し
た
。
な
お
、
県
及
び

信
用
保
証
協
会
の
幹
部
が
直
接
、

中
小
企
業
庁
に
出
向
き
対
応
を
協

議
し
て
い
た
だ
く
こ
と
な
っ
た
。

m

県
下
商
工
会
か
ら
の
見
舞
金

　

石
澤
県
商
工
会
連
合
会
長
と
山

本
同
専
務
理
事
が
八
月
十
二
日
に

城
端
商
工
会
を
訪
れ
、
豪
雨
災
害

を
見
舞
う
と
と
も
に
、
県
下
商

工
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
見
舞
金
、

百
万
円
を
大
西
城
端
商
工
会
長
に

届
け
た
。
大
西
会
長
は
県
下
商
工

会
の
善
意
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
被
災
し
た
会
員
企
業
の
復
興

に
役
立
て
た
い
と
語
っ
た
。

豪
雨
に
よ
る
爪
あ
と
大
き
い

　
　
　
　
　

  

災
害
支
援
が
広
が
る

豪
雨
に
よ
る
爪
あ
と
大
き
い

　
　
　
　
　

  

災
害
支
援
が
広
が
る

　　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
県
下

商
工
会
を
通
じ
て
、
事
業
承
継

支
援
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し

た
。
事
業
承
継
上
の
悩
み
等
、

事
業
承
継
問
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

■
事
業
承
継
を
行
な
う
上
で
の
悩
み
■

一
．
後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い

二
．
後
継
者
が
未
熟
で
経
営
を

　
任
せ
ら
れ
な
い

三
．
事
業
承
継
計
画
が
立
て
ら

　
れ
な
い

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
事
業

承
継
計
画
の
支
援
を
行
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

事
業
承
継
ニ
ー
ズ

　
　
　

調
査
を
実
施

事
業
承
継
ニ
ー
ズ

　
　
　

調
査
を
実
施

G 就業中・業務外・国内外を問わず、病気・ケガによる月々
　 の所得を補償する制度です。
G 保険料は、52%の割引 が適用されます。
G 最長 1 年間の長期補償です。
G ご加入者全員に健康・介護相談サービスを無料でご提供
　 いたします。
G 自宅療養も補償いたします。
　　※医師の指示による自宅安静療養をさします。
　　※「奥様安心プラン」「入院初期費用特約」は対象外です。

m

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

　

今
回
の
豪
雨
災
害
を
受
け
た
事

業
所
に
は
泥
水
が
流
れ
込
ん
だ
た

め
、
呼
び
か
け
に
応
じ
た
商
工
会

青
年
部
員
や
職
員
等
が
八
月
二
日

か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
後
片
づ

け
や
清
掃
に
汗
を
流
し
た
。

大西会長（左）へ見舞金を手渡す
石澤会長（中）、山本専務理事（右）
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県
内
の
有
効
求
人
倍
率
が
五
月

に
約
四
年
ぶ
り
に
一
倍
を
下
回
っ

た
こ
と
か
ら
、
県
と
富
山
労
働
局

に
よ
る
「
県
・
経
済
団
体
雇
用
推

進
会
議
」
が
八
月
十
八
日
に
県
庁

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
会
議
に

は
、
県
商
工
会
連
合
会
か
ら
石
澤

義
文
会
長
と
山
本
勇
宰
専
務
理
事

が
、ま
た
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、

県
経
営
者
協
会
、
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
の
経
済
四
団
体
の
会

長
、
専
務
理
事
ら
が
出
席
し
た
。

　

石
井
知
事
か
ら
挨
拶
の
中
で
、

求
人
や
正
規
雇
用
の
拡
大
、
一
般

事
業
主
行
動
計
画
策
定
の
要
請
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
県
か
ら
県
内
の

生
産
年
齢
人
口
の
有
業
率
や
正
規

雇
用
者
の
割
合
が
い
ず
れ
も
全
国

で
最
も
高
い
状
況
で
あ
る
が
、
一

方
で
は
有
効
求
人
倍
率
が
低
下
傾

向
に
あ
る
こ
と
や
非
正
規
雇
用
者

の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
っ
た
。

　

意
見
交
換
で
石
澤
会
長
か
ら
は
、

南
砺
地
区
の
大
雨
災
害
に
対
し
て

緊
急
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
被
災

企
業
は
長
く
厳
し
い
経
営
環
境
下

に
あ
っ
た
も
の
が
多
く
、
信
用
補

完
が
な
い
と
難
し
い
対
応
も
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
雇
用
確
保

に
つ
い
て
は
、
会
員
企
業
へ
の
啓

蒙
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。
し

か
し
、
環
境
が
よ
く
な
ら
な
い
と

雇
用
の
確
保
や
雇
用
環
境
の
改
善

に
繋
が
ら
な
い
。
雇
用
ど
こ
ろ
か

人
員
整
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
も
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

七
月
に
商
工
会
地
域
で
実
施
し
た

金
融
実
態
調
査
結
果
に
お
い
て

も
、
一
年
前
に
比
べ
売
上
や
利
益

が
落
ち
た
企
業
が
半
数
以
上
で
あ

り
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
商
工
会
と
し
て
も
全
国
組

織
を
通
じ
て
国
に
税
制
や
金
融
面

で
の
支
援
対
策
を
要
望
し
て
い
る

が
、
県
と
し
て
も
国
へ
の
働
き
か

け
と
、
独
自
の
緊
急
景
気
対
策
を

お
願
い
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
対
策

を
通
じ
て
雇
用
の
促
進
に
繋
が
る

よ
う
我
々
も
努
力
し
た
い
と
し
た
。

▼
石
井
知
事
・
景
気
対
策
の

　
　
　
　
　
　
　

強
化
を
表
明

　

石
井
知
事
か
ら
、
更
な
る
信
用

保
証
枠
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
国

の
激
甚
災
害
の
指
定
が
必
要
で
あ

り
、
な
か
な
か
難
し
い
。
関
係
機

関
と
協
議
を
し
て
個
別
案
件
と
し

て
対
応
で
き
る
よ
う
最
大
限
努
力

し
た
い
。
景
気
対
策
に
つ
い
て
も

一
県
で
は
限
り
が
あ
る
が
、
政
府

与
党
や
経
済
関
係
閣
僚
等
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
県
の

独
自
施
策
と
し
て
、
九
月
末
ま
で

の
緊
急
融
資
制
度
の
再
延
長
も
検

討
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

▼
県
・
労
働
局
と
経
済
団
体
、

　
　

安
定
雇
用
の
確
保
へ
連
携

　

会
議
で
は
「
と
や
ま
型
安
心
就

業
構
造
」
の
維
持
に
向
け
た
取
り

組
み
が
ま
と
め
ら
れ
、
経
済
団
体

と
し
て
は
、
以
下
の
四
項
目
に
つ

い
て
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
周

知
啓
発
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

❶
労
働
局
が
行
う
求
人
開
拓
へ
の

協
力
お
よ
び
求
人
を
積
極
的
に
取

り
組
む
よ
う
周
知
啓
発
を
行
う
。

❷
中
小
企
業
の
若
手
人
材
の
確
保

の
観
点
か
ら
、「
ヤ
ン
グ
ジ
ョ
ブ

と
や
ま
」
の
活
用
促
進
。

❸
非
正
規
雇
用
者
の
正
規
社
員
へ

の
登
用
制
度
を
設
け
る
こ
と
や
採

用
を
促
進
。

❹
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策

定
・
届
出
の
促
進
。

「とやま型安心就業構造」の維持に向けてご協力ください。富山県

●採用の際には正規雇用での採用に努めていただくよ
うお願いします。

●社内の非正規雇用者についても、正社員の登用制度
を設けるように努めましょう。

●ハローワークでは非正規雇用者を正規雇用として雇
い入れた際の奨励金制度を用意しています。

④「一般事業主行動計画」を策定して届け出ましょう。
●従業員が 300 人以下の中小企業事業主は、育児休

業の取得促進、所定外労働の削減など仕事と子育て
が両立しやすい職場となるための取組みを定めた「一
般事業主行動計画」を策定し、富山労働局雇用均
等室に届け出ることが、法律上の努力義務となって
います。

●行動計画の策定にあたっては、仕事と子育て両立
支援推進員を派遣し、無料でサポートします。お
気軽にご利用ください。 （富山県社会保険労務士会
TEL076-441-0432）

①求人を積極的に提出してください。
●一人でも人手の足りない場合、最寄りのハローワーク

に求人の提出をお願いします。
●ハローワークでは、ニーズ調査の結果に基づき、事

業所を直接訪問しています。
●詳しくは、管轄のハローワークにお問い合せください。

②ヤングジョブとやまを活用して若手人材の確保を！
●ヤングジョブとやま（TEL076-445-1996）は、若者

の就職支援の専門機関です。
●若手の人材が必要な方は、ヤングジョブとやまを活用

してください。
●概ね毎月、ミニ合同企業説明会＆面接会を開催して

いますのでご活用ください。

③非正規雇用者の正規雇用化に努めましょう。
●若者の正規雇用比率全国１位である本県でも、非正

規雇用の若者が増加しています。
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平
成
二
十
年
度
マ
ル
経
審
査
委

員
研
修
会
が
八
月
八
日
、
県
中
小

企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
県
下
各
商
工
会
の
マ
ル

経
制
度
審
査
委
員
等
六
十
四
名
が

出
席
し
た
。

　

澤
田
国
民
生
活
金
融
公
庫
富
山

支
店
長
よ
り
融
資
貸
付
状
況
、
中

川
同
高
岡
支
店
長
よ
り
㈱
日
本
政

策
金
融
公
庫
へ
の
統
合
、
和
田
富

山
支
店
融
資
課
長
よ
り
マ
ル
経
融

資
制
度
改
正
、
様
式
変
更
に
伴
う

マ
ル
経
推
薦
書
の
見
方
・
審
査
の

ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
井
上
全
国
商
工
会
連
合

会
企
業
環
境
整
備
課
長
補
佐
よ
り

中
小
企
業
庁
の
委
託
を
受
け
実
施

し
た
、
マ
ル
経
実
態
調
査
結
果
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
商

工
会
の
対
応
の
早
さ
や
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
点

等
の
評
価
が
高
く
、制
度
の
維
持
・

存
続
を
希
望
す
る
声
も
数
多
く

あ
っ
た
と
締
め
く
く
っ
た
。

融資貸付状況について説明する澤田支店長

国民生活金融公庫富山支店、高岡支店からのお知らせ国民生活金融公庫富山支店、高岡支店からのお知らせ

10月1日 日本政策金融公庫 誕生
　平成 20 年 10 月1日、国民生活金融公庫は、農林漁業金融公庫、中小企業金融公庫、国際協力銀行（国際金融等業務）
と統合し、「株式会社 日本政策金融公庫」（略称：政策公庫）となります。
　このたびの統合により、国の教育ローンについては、ご融資対象の範囲が縮小されますが、小企業のみなさまへの小口
融資や “ 創業支援 ” などの事業資金融資（マル経融資（経営改善貸付）、生活衛生資金貸付を含みます。）、恩給や共済年金
などを担保とする融資は、そのまま政策公庫に引き継がれます。
　10 月以降も、これまでと同様の手続きで政策公庫をご利用いただけます。

　

県
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

全
通
前
の
日
曜
日
に
二
千
二
百
台

だ
っ
た
白
川
郷
～
五
箇
山
Ｉ
Ｃ
間

の
交
通
量
は
、
全
通
後
の
土
日
平

均
で
一
万
七
百
台
と
四・
九
倍
に

増
加
。
能
越
自
動
車
道
の
高
岡
～

福
岡
Ｉ
Ｃ
間
も
六
十
二
％
増
、
北

陸
自
動
車
道
の
黒
部
～
朝
日
Ｉ
Ｃ

間
で
も
三
十
二
％
増
加
し
、
効
果

が
県
西
部
だ
け
で
な
く
東
部
に
も

波
及
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
全
通

効
果
・
動
向
に
つ
い
て
南
砺
・
庄

川
地
区
商
工
会
へ
の
聞
き
取
り
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ

う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

  【
庄
川
町
商
工
会
】

　

温
泉
旅
館
で
は
中
京
方
面
か
ら

の
旅
行
客
が
通
常
の
二
十
五
％
増

と
な
り
、
七
月
開
催
イ
ベ
ン
ト
の

「
庄
川
な
ん
で
も
市
」
で
も
、愛
知
、

岐
阜
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
が
増
え
て

い
た
。

  【
五
箇
山
商
工
会
】

　

合
掌
造
集
落
等
へ
の
自
動
車
入

り
込
み
状
況
は
、中
京
圏
ナ
ン
バ
ー

が
増
加
し
て
お
り
、
平
日
で
も
全

通
前
の
土
日
並
み
の
多
さ
で
あ
る

が
、
日
帰
り
客
も
多
く
、
部
分
的

な
波
及
効
果
と
な
っ
て
い
る
。    

  【
利
賀
村
商
工
会
】

　

今
の
と
こ
ろ
特
に
大
き
な
変
化

は
な
く
、
国
道
一
五
六
号
か
ら
利

賀
へ
入
る
市
道
が
、
県
や
観
光
連

盟
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
載
っ
て

い
な
い
た
め
入
り
込
み
が
少
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

適
正
な
る
運
用
と

 

利
用
率
拡
大
を

　

  

目
指
し
て
！

適
正
な
る
運
用
と

 

利
用
率
拡
大
を

　

  

目
指
し
て
！
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事例に診る再チャレンジ

　

今
回
紹
介
す
る
経
営
革
新
計

画
認
定
事
例
は
、
伝
統
あ
る
製

法
を
守
り
続
け
、
新
し
い
素
材

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
新
商

品
を
開
発
し
販
売
す
る
経
営
計

画
で
す
。

申
請
者
は
創
業
当
初
よ
り
、
園

児
服
・
作
業
服
生
地
な
ど
衣
料

用
生
地
生
産
に
特
化
し
た
事
業

活
動
を
展
開
し
製
品
は
主
に
中

近
東
向
け
衣
料
品
生
地
で
あ
る
。

衣
料
用
生
地
生
産
は
ロ
ッ
ト
が

小
さ
く
機
替
わ
り
が
多
く
、
そ

れ
に
伴
う
仕
掛
費
用
や
停
滞
ロ

ス
な
ど
の
原
因
で
コ
ス
ト
高
と

な
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
加
工

賃
料
の
引
き
下
げ
要
求
が
強
く
、

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
っ
た
。

　

最
近
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
中

国
な
ど
も
技
術
力
を
つ
け
、
低

価
格
攻
勢
に
よ
り
自
社
製
品
の

市
場
に
お
け
る
優
位
性
が
薄
れ

【
県
内
の
認
定
事
例
】

〔
申
請
者
〕
柴
田　

㈱

〔
テ
ー
マ
〕難
燃
性
芯
地
の
開
発・

製
造
に
よ
る
非
衣
類
分
野
へ
の

進
出

創業ホット情報創業ホット情報創業ホット情報

て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新
た

な
る
事
業
に
取
り
組
む
必
要
が

で
て
き
た
。

　

今
回
計
画
し
た
事
業
は
、
人

工
皮
製
品
の
難
燃
性
芯
地
の
製

造
で
、
試
作
品
の
評
価
も
よ
く
、

ま
た
、
従
来
ま
で
の
製
品
よ
り

も
付
加
価
値
が
あ
り
、
既
存
の

製
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
量

産
体
制
を
図
る
こ
と
で
き
る
。

　

新
商
品
の
顧
客
は
こ
れ
ま
で

の
販
路
が
活
用
で
き
、
受
注
量

も
長
期
計
画
の
中
で
落
と
し
こ

み
が
可
能
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

こ
の
計
画
の
実
現
可
能
性
は
高

か
っ
た
。

　

福
野
地
域
は
北
陸
唯
一
の
綿

ス
フ
織
物
（
短
繊
維
＝
紡
績
糸
）

の
産
地
で
あ
っ
た
が
、
綿
ス
フ
織

物
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が

厳
し
く
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
製
法

を
変
え
る
も
し
く
は
廃
業
し
て

い
く
事
業
所
が
多
い
。
そ
の
中

で
、
申
請
者
は
従
来
か
ら
の
製
法

を
守
り
続
け
、
ま
た
、
進
化
さ
せ

な
が
ら
今
日
ま
で
事
業
を
継
続

し
て
き
た
こ
と
で
、
技
術
の
独
自

性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

□創業助成金について
　今回は創業助成金の中から「高年齢者等共同就業機会創出助
成金」についてお知らせします。
「対象者」
　45 歳以上の高年齢者等３人以上（自己都合離職者を除
く）が、共同して事業を開始し、高年齢者等を雇い入れ
て継続的な雇用・就業の場を創設・運営する事業主
「内　容」
・雇用保険の適用事業主であること
・３人以上の高齢創業者の出資により、新たに設立された

法人であること
・高齢創業者が当該法人の役員又は雇用労働者としてもっ

ぱら就業しており、かつ、いずれかの者が当該法人の代
表者であること

・支給申請日において、原則として 45 歳以上の者を継続
して雇用する労働者として１人以上雇い入れていること

「支給額」
　新たに法人を設立登記した日から６ヶ月以内に支払った創
業経費の合計額の１／２（限度額 500 万円）が支給されます。

お問い合せ先　（社）富山県雇用開発協会
　富山市桜橋通り 2-25　富山第一生命ビル1Ｆ
　☎ 076―442―2055

　酒類卸売業の法人の代表を務めていたが、売上
げ不振と借入金依存の財務体質から法人は破産、
法人の保証人であった代表者も自己破産した。
　個人の負債は不動産売却等によって整理ができ
たことから、知人等からの資金協力を得て、以前
の事業で培った経験を活かし個人で輸入ワインの
卸売業を再創業した。
　過去の債務が整理されたこと、事業の将来性が
見込めることから、創業後に必要な運転資金は制
度融資等を利用し、資金調達を行った。

事 例
廃業歴がある方の創業に向けた
再チャレンジ

　再チャレンジをお考えの方は、様々な取り組
みケースがありますので、事前に最寄りの商工
会又は県商工会連合会の窓口へお気軽にご相談
ください。
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宇
奈
月
町
商
工
会　
　
　
　
　

  

名
水
街
道
の
構
築
に
よ
る

　
宇
奈
月
温
泉
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出

N
E
W
S

N
E
W
S

N
E
W
S

N
E
W
S

商
工
会

商
工
会

　

中
小
企
業
庁
の
「
地
域
資
源
∞

全
国
展
開
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

支
援
先
に
採
択
さ
れ
た
宇
奈
月
町

商
工
会
は
、
七
月
二
十
九
日
に
第

一
回
の
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

黒
部
市
や
観
光
協
会
の
職
員
、

商
工
会
関
係
者
五
名
が
出
席
し
、

濱
田
商
工
会
長
が
委
員
長
と
な
り

検
討
を
行
っ
た
。

　

主
な
発
言
と
し
て
「
今
ま
で
に

な
い
名
水
料
理
を
開
発
し
、
温
泉

街
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
た
い
」

「
本
事
業
が
終
了
し
た
後
も
、
新

規
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
」「
関
東
地
域
の

三
十
代
～
四
十
代
の
女
性
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
、
温
泉
街
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
」
と
の
こ
と
か
ら
、

今
後
こ
れ
ら
の
考
え
方
に
沿
っ
て

事
業
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。宇奈月温泉街のにぎわい創出

に向けて議論を交わす

 

新たな事業展開を目指しませんか?
経営革新塾

受講者
募集

　経営革新塾の申込みはお近くの商工会または県商工
会連合会までお問い合せください。

新たな事業展開を目指しませんか?

「
原
油
・
原
材
料
価
格
の
上
昇

や
建
築
着
工
の
減
少
に
係
る
緊

急
融
資
」
が
大
幅
に
増
加

第
一
回
金
融
連
絡
会
議

　

県
経
営
支
援
課
、
県
信
用
保

証
協
会
と
商
工
会
の
金
融
担
当

者
に
よ
る
第
一
回
金
融
連
絡
会

議
が
七
月
二
十
八
日
（
月
）
福

野
商
工
会
館
（
呉
西
地
区
）、
七

月
三
十
日
（
水
）
県
中
小
企
業

研
修
セ
ン
タ
ー
（
呉
東
地
区
）

の
二
会
場
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
た
。

　

同
会
議
は
県
・
保
証
協
会
よ

り
県
融
資
制
度
に
係
る
資
金
需

要
等
の
動
向
や
現
状
、
そ
れ
に

伴
う
保
証
動
向
等
の
報
告
。
商

工
会
か
ら
は
管
内
景
況
や
要
望

等
意
見
交
換
の
場
と
し
て
年
二

回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
会
議
で
は
特
に
経
営

安
定
資
金
（
地
域
産
業
対
策
枠
）

の
「
原
油
・
原
材
料
価
格
の

上
昇
や
建
築
着
工
の
減
少
に
係

る
緊
急
融
資
」
の
実
績
が
大
幅

に
増
加
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
利
用
可

否
を
具
体
的
に
判
断
す
る
際
に

要
件
が
わ
か
り
に
く
い
、
取
扱

期
間
の
延
長
、
金
額
Ｕ
Ｐ
等
を

求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
。

商
談
会
を
成
功
に
導
く

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

全
国
商
工
会
連
合
会
と
県
連
合

会
は
、
バ
イ
ヤ
ー
経
験
の
あ
る
専

門
家
を
講
師
に
迎
え
て
、
商
談
会

を
成
功
に
導
く
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
十
一
月
に
は
関
東
よ
り

中
堅
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
に
よ

る
商
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
九
月
八
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
～

場
所
／
県
中
小
企
業

　
　
　
　
　
　

研
修
セ
ン
タ
ー

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
希
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平成 20 年度後期技能検定のお知らせ
　平成２０年度の後期技能検定は、次の職種などについて実施されます。皆さんが日頃技能の練磨に努力された結果を計
る絶好の機会です。あなたもチャレンジしてみませんか。

◎検定職種
〈特級  22 職種〉
　鋳造、金属熱処理、機械加工、放電加工、金型製作、
　金属プレス加工など

〈１級・２級・単一等級  45 職種・62 作業〉
　さく井、金属溶解、鍛造、金型製作、工場板金、　
　めつき、機械検査など

〈３級　11 職種・14 作業〉
　機械検査、電気機器組立て、時計修理、冷凍空気
　調和機器施工など

◎受験申請書の受付
　平成２０年９月２９日（月）から１０月１０日（金）まで

◎お問い合せ先
　富山県職業能力開発課（☎ 076–444–3260）または、
　富山県職業能力開発協会（☎ 076–432–9887）


